
【実施内容】

受 講 生

＜プログラムの留意工夫点＞
・講義はパワーポイントを使い、大学での授業や科学のおもしろさ、楽しさ、新しさ、研究の最前線を実例
から体験してもらうよう行った。
・４次元シアターを使い、宇宙を実体験してもらい、質問・ディスカッションを通じ、「ミクロとマクロの世界」
への疑問・知りたいこと・解決法等自由に議論してもらい、講師が講評と助言を行った。その際、特にど
こまでが分かっていて、どこからまだ分かっていないのかを明確に、小学生の知的好奇心・冒険心を大
人になっても持ち続けてもらうように留意し、次代を担う将来の科学者への意識を刺激するような問いか
けも織り交ぜた。
・１日で全プログラムが終了するように、２０名の１クラスに限定し、全体プログラムを、午前に講義・シア
ターと議論、午後に実習中心に区分した。実習時は、まず興味を呼び起こす演示実験（霧箱：大型霧箱
及び、各種放射線測定器（ガイガーカウンター、シンチレーター）やウラン鉱石・ウランガラスのブラックラ
イトによる蛍光、箔検電器：バンデグラフ静電高圧発生装置（ピカチュウと同じ１０万ボルト）による放電、
蛍光灯の発光、フライスティックによる静電浮遊おもちゃ実演、家庭用BS/CSアンテナを用い自分の身
体からも電波が出ている実体験等）からスタートし、小学生が興味を持って能動的に自分で考え、実習
が行えるように各自一人一人製作を行い、アルバイト学生・サポート教員（分担者）の積極的な支援を通
じ、密な交流を心掛けた。
・また特筆すべき点として今回、親子で一日を通じ参加（見学）頂いた方が多かった。各自で作成した「霧
箱、箔検電器」を、家庭に帰ってからも実演及びより進んだ議論が出来るように、参考資料として「放射
線の正しい測り方（マンガ）」及び「知っとこ、読んどこ、暮らしの中の電磁界」も各自に配布し、当日だけ
で終わらないような配慮を行った。

＜当日のスケジュール＞
08:30-08:45　受付（大阪産業大学・人間環境学部１６号館ロビーに集合）
08:45-09:00　開講式（あいさつ、オリエンテーション、科研費の説明）
09:00-10:15　講義「ミクロとマクロの世界」（随時に質疑応答/途中10分休憩）
10:15-11:30　実習「ミクロとマクロの世界」（１）（４次元シアター体験、ディスカッション）
11:30-12:00　実習「ミクロとマクロの世界」（２）（工作用具の使い方の説明、安全講習、実習教材の配
布）
12:00-13:00　昼食・休憩
13:00-16:00　実習「ミクロとマクロの世界」（３）
　　　　　　　　　（①霧箱をつくり放射線をはかろう②箔検電器をつくり電磁波をはかろう）　途中休憩あり
16:00-16:30　クッキータイム（お菓子とお茶）
16:30-17:00　修了式（アンケート記入、未来博士号授与）
17:00　　　　　終了、解散
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＜実施の様子＞
・宇宙の始まり・物質の根源に迫る、目に見える自然・物質の奥に潜む真理を、映像や工作による自作
機器を用いた体験学習により、より身近に捉え、２１世紀の科学技術立国を支える将来の夢に供するよ
う知的好奇心を常に刺激するような内容に留意し実施した。
・プログラムの最初に、講義「ミクロとマクロの世界」を、極微の素粒子・深遠な宇宙との繋がりの事例を
平易に解説したテキストと、関連する写真や図を入れたパワーポイントを使い、大学での授業や自然科
学のおもしろさ、楽しさ、最新の成果を実例から体験してもらった。
・体験学習として、テーマ「ミクロとマクロの世界」について受講生一人一人が疑問に思うことを自由に質
問・ディスカッションをして、一人一人に手作りの「放射線が目で見える霧箱測定器」及び「静電気（電磁
波）が体験出来る箔検電器」を作成してもらった。「ミクロとマクロの世界」は、４次元デジタル宇宙ビュー
ワーを活用し、パワーポイントの通り一遍の一方通行の議論だけでなく、双方向インタラクティブな自由
に行先を決められる能動的な宇宙旅行を行い、万物の根源・宇宙の起源を共に考える機会を供した。
・またスケールを実感出来るよう地球を１００ｃｍの大きさとして太陽系の各天体までの距離を地元の場
所になぞらえ説明を行った。併せて、身近な天体である太陽、月及びそれらの地球環境への影響を例示
し、地球外生命探査・極限環境生物の一例として本学で採取した生きている「クマムシ」を顕微鏡で生で
観察し、かけがえのない地球及び人類誕生・生存のより深い真理にも触れるよう留意した。これらは普
段、学校で行っている答えの分かっている勉強とは異なり自分で問題を見つけ、とことん納得するまでい
ろんな角度から考え、答えが分からないまたひとつでない課題・取組・面白さに触れる機会になったと期
待する。

講義「ミクロとマクロの世界」 実習「4次元シアター体験」 

実習「霧箱作り」 実習「霧箱で放射線を見てみよう」 



【実施分担者】

人間環境学部・教授

【実施協力者】 8 名

【事務担当者】
産業研究所事務室・事務職員

＜広報活動＞
　①　大東市教育委員会への後援申請を行い、教育委員会の協力を得て、大東市内の公私立全小学
校の対象児童全員に広報用チラシを配付し、本事業の周知を図った。
　②　学園の広報部署と連携し、大学ホームページに募集案内を掲載した。
　③　大東市報に募集案内を掲載した。

＜安全配慮＞
・実習を安全に行うため、受講生約３人に対して１人の割合で学生アルバイトをつけた。
・実習時にドライアイスやカッターナイフ等の寒剤・工作用具を使用するため、事前に手袋や工作用具
　の正しい使い方の説明と安全講習を行い、安全な取扱いを周知徹底させた。また実習中のケガに
　備え、救急箱を用意した。さらに受講者全員に対して傷害保険に加入した。実施者側については、
　大学が加入している保険が適用された。
・対象が小学生であるので受講者には、自宅と大学の往復経路での安全確保のため、保護者等による
　送迎をお願いした。

＜事務局との協力体制＞
　①　委託費の全体管理は、実施代表者と綿密に連絡を取り合いながら、産業研究所事務室が行った。
　②　日本学術振興会との連絡調整及び提出書類等の事務手続きは、産業研究所事務室が行った。
　③　広報活動、受講生募集、その他事業の実施については、実施者と産業研究所事務室でプランを作
成し、PR活動を行った。一部、学園広報課の協力を得ながら実施した。

笠谷　千寿

若井　郁次郎

＜今後の発展性、課題＞
・小学生が、講義、プラネタリウム・宇宙旅行シミュレーター体験、工作実習を通じ、「”知りたい”また”目
に見えないものを見る”」という知的好奇心・欲求で、目を輝かせながら真剣に取り組む姿は素晴らしく、
この子供たちの科学への興味を深めることが出来たと実施者側も十分な手応えを感じた。
・また今回、保護者の見学が多数あり、（放射線測定は、親御さんも体験したことのない場合がほとんど
で、福島原発事故の影響・エネルギー問題への関心も高く）、送迎だけに留まらず、親子での参加を積
極的に今後、推進・推奨すれば、当日だけの体験に留まらず、家庭に帰ってからの議論・理解も深まり
一考に値する。
・一方、これら先人の知恵に触れるだけでなく、特に工作・実習に於いて、型通りの製作に留まらず、受
講者一人一人の創意工夫に基づいたユニークな作品また創造性を発揮出来る一人一人の唯一個性的
な作品への進展・拡充が今後の課題である。その点に関し、今回作成した霧箱・箔検電器は、特に家庭
にある身の回りの材料で作れる点に留意しており、より創意工夫し感度の良い装置・作品を作れる発展
性・余地が高い。
・工作実習に伴う原理・仕組みの説明をより分かりやすく充実させ、演示実験機器・器具の取扱い注意を
より徹底させる。
・今回の目玉企画の太陽の電波観測は、あいにくの雨により屋上での測定が出来ず、静止衛星の電波
観測に留まり、次回はグラフによる信号の表示だけでなく、より感覚的に実感出来るよう信号を音等で認
識させ、電波強度から表面温度も求められるところまで、より踏み込んだ実習としたい。
・次回は本学生駒フィールドワークセンターも活用し、太陽電波観測と併せ昼間でも観測可能な流星の
電波観測や太陽光・風力ハイブリッド発電装置や各種気象観測機器も見学・実体験に組み込みたい。

実習「箔検電器づくり」 未来博士号授与 
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